
○事業計画策定時には、行政や市民まちづくりの枠組みを超え、地域に関わる様々なプレーヤーが連携することにより、

地域内での営業を継続できる連鎖型の事業推進など、新たな事業スキームの検討を進めることとしており、交通ターミ

ナル整備や災害時マネジメントなど、道路管理者としての役割を明確にしつつ、整備後の運営管理などの将来的なエリ

アマネジメントを見据えた連携体制を構築することを目指しておりました。

○また、周辺の関連事業とも連携し、段階的に事業を推進することで、空間を有効に活用するとともに、連鎖型開発の実

現を目指しておりました。

追浜駅交通結節点整備
事業計画（概要）１． 事業計画改定の背景  

１-１．事業計画策定時の考え方
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出展：追浜駅前第２街区市街地再開発組合提供



〇令和3年3月の追浜駅交通結節点整備事業計画の策定以降、バスタプロジェクトの全国展開の推進に向け「交通拠点の機
能強化に関する計画ガイドライン」が、令和3年4月に国土交通省から発出されました。

〇「附属編」においては、設計車両や構造耐力などの「特定車両停留施設の構造及び設備の基準を定める省令」の解説を
始めとした技術基準や参考事例等が整理されています。

〇加えて、令和2年1月からの新型コロナウイルス感染症の流行に伴う外出制限により、バス利用者の減少が見られ、現状
でもコロナ流行以前の水準には戻っていない状況です。

〇働き方改革により、令和6年4月以降、自動車運転者の労働時間が改善されたことで、これまでの人手不足がより深刻な
状態になり、全国的に路線バスのダイヤ見直しなどの動きが見られています。

１．事業計画改定の背景  
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１-２ｰ１．事業計画策定後の世の中の動きとガイドラインの策定

■ 交通拠点の機能強化に関する計画ガイドライン

出典：交通拠点の機能強化に関する計画ガイドライン 附属編１ 技術基準出典：交通拠点の機能強化に関する計画ガイドライン

■特定車両停留施設の設計車両
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１．事業計画改定の背景  

１-２-２．追浜駅周辺のまちづくりの機運醸成

火・木・金・土・日曜日 10:00～17:00 ※祝日を除く

【場所】サンビーチ追浜４階 
（追浜本町１－２８－５ サンビーチ追浜内）

地域のまちづくりに関する相談窓口・情報発信

■追浜えき・まち・みちデザインセンター

東京大学大学院 羽藤教授

センター長

芝原氏

ディレクター

 横浜国立大学
 大学院 野原准教授

 横浜国道事務所

 横須賀市

 企業等

学

公

副センター長

民

学

民

横須賀市
地元警察署
地元防犯協会

ほか

関東学院大学
横浜国立大学
東京大学
JAMSTEC

ほか

＜市民＞
地域運営協議会

商店街
観光協会

市民・教育機関
企業等

学公

運営受託者・スタッフ

追浜えき・まち・みちデザインセンター

＜民間＞
地元企業
工業会

地元スポーツチーム
ほか

■体制図

〇令和５年２月、サンビーチ追浜4階に「追浜えき・まち・みちデザインセンター」が開設されました。

〇「追浜えき・まち・みちデザインセンター」は、地域の各主体（地域住民・地元企業・交通事業者・学識経験者等）が
連携し、地域主体の組織としてまちづくりを推進する取組を行っています。

公

※R7.6時点情報
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１．事業計画改定の背景  

１-３．事業計画改定の方針

〇このような背景や交通ターミナルの安全性、自動運転やBRTなどの将来技術への対応等も踏まえて、追浜駅交通結節点
整備事業の推進を図るべく、先般策定した事業計画について、現状に合わせた改定を行うこととしました。

事業計画策定後の変化 概要

「バスタガイドライン」の策定
・バスタガイドラインにおけるバスタプロジェクトの検討項目の整理
・他バスタの事業計画の策定

コロナによる社会情勢の変化 ・コロナによる路線バスの運行便数や利用者の変化

働き方改革 ・人手不足に伴う路線バスのダイヤ見直し

交通事業者との意見交換
及び交通管理者との調整

・ターミナル出入口部の安全性の確保
・将来技術導入やバス運行計画の考慮

まちづくりの機運醸成 ・「追浜えき・まち・みちデザインセンター」の設立

■ 改定の方針

〇  バスタガイドラインの検討項目との整合

〇  他バスタ事業計画を踏まえた検討内容の深度化・発展

〇  交通事業者との意見交換や交通管理者との調整、コロナ及び働き方改革の影響を含めたバス運行状況を踏まえた

  ターミナル形状の具体化

〇 「追浜えき・まち･みちデザインセンター」と連携し、交通ターミナル整備を推進するとともに、道路管理者とし

  ての役割を明確にしつつ、災害時マネジメントを含めた、整備後の運営管理などの将来的なエリアマネジメント

  を見据えた体制を構築
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